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自 令和４年４月 １日 

                令和４年度（                 ）会務報告書 

                                至 令和５年３月３１日 

 

 

                                               一般社団法人日本絹人繊織物工業会 

 

  １．会員異動 

 本年度初 増  加 減  少 本年度末 

会 員 数 ３２ ０ １ ３１ 

 
 

  ２．業務報告 

   （１）一般概況 

         令和４年度もウィズコロナの社会活動が続く中、新型コロナ発生以前の活動を行

うことが困難な状況であった。 

     日本の繊維産業として技能実習制度の適正な運用をはじめ人権問題に対して真摯

に取り組む必要性を認識し、「繊維産業における責任ある企業行動ガイドライン」の

浸透を目指し、周知に努めた。 

     また、日本の繊維産業の「あるべき姿」を描いた「２０３０年にあるべき繊維業

界への提言」の実現を目指す取り組みを進め、業界共通の解決すべき課題・方向性を

整理し、解決に取り組んでいる。 

        和装業界については、コロナ禍で着る機会が喪失（結婚式、祝賀会、お茶会、観

劇、食事会等）したことにより、小売市場の売上が激減している。こうした状況が続

けば、長年の歴史の中で形成されてきた生産基盤体制が崩壊し、また、川上から川下

まで、それぞれの役目が果たせていないことから、今後継続して物づくりが出来なく

なることを危惧している。 

 

         令和４年（暦年・以下同）の化合繊（長）織物の生産量は５８６,８７１千㎡と前

年比１０６.３％の増加、輸出は４２８,９４３千㎡と前年比１１１.３％の増加、輸

入は３９２,９５９千㎡と前年比１０７.０％の増加で推移した。 
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         一方、絹織物の生産量は５,５６７千㎡と前年比１０９.５％の増加、輸出は３,７

２６千㎡と前年比９６.８％の減少、輸入は２,８０３千㎡と前年比１０１.８％の増

加で推移した。 

     化合繊（長）織物、絹織物ともに、生産・輸出・輸入の各項目において対前年比

ではやや増加し下げ止まり感は見えるが、コロナ禍前までには回復していない。 

 

（２）産地振興対策 

平成２４年度からは、一般社団法人（公益目的支出計画を完了するまでは移行法人) 

としての公益目的支出計画に基づき、絹・合繊織物の普及を目的とした「展示会開催等

助成事業」及び「展示会出展支援事業」をホームページで公募を行い、事業を実施して

いる。 

 

ア 展示会開催等助成事業 

  令和４年度の「展示会開催等助成事業」は全国３４の産地組合から３４件の申請が

 あり、その事業内容は、展示会、新商品開発事業、広告・ＰＲ事業等で事業総額２９３，

 ９５９千円に対して、本会から１８４，０７０千円を助成した。 

  なお、今年度もコロナ禍であったが感染予防対策を取りながら展示会開催等は、概

ね予定どおりに行われた。 

 

イ 展示会出展支援事業 

① 海外展 

一般財団法人繊貿会館の助成を得て、今年度は「The Japan Observatory 」at Milan

o Unica（会場：ミラノ市 Rho Fieramilano）へ２回の海外展への出展を予定した。２ 

０２３A/W 展は、新型コロナウイルス感染症の影響があったが７月１２日から１４

日まで開催され、当会からは山梨、福井の２産地組合３企業が出展した。 

１月３１日～２月２日開催された２０２４S/S 展は、当会からは福井、西陣、丹後

の３組合から７企業が出展した。 

 

② 国内展 

全国の繊維産地･企業が一堂に集結する国内唯一の繊維総合見本市である「ＪＦＷ－

ジャパン・クリエーション２０２３」は、１１月１日～２日の２日間、東京国際フォ

ーラムで開催された。 



 

- 3 - 

今年の出展社数は２６１社、来場者数は、約１１,０００人（令和３年度１１，３

８７人）であった。新型コロナウイルス感染拡大の影響で、衣料市場は苦戦している。

それだけに「新しい素材を見たい」というバイヤーも多く見受けられ、各ブースでは

熱心な商談が行われていたが、ＷＥＢ開催に慣れて来たとの意見も聞かれた。 

日絹ブースにおいては、出展社数は１０５社となり、その出店規模は１７産地組合

（９１社、４グループ、７団体、３校）、過去最多９４小間の出展となった。各ブー

ス内では出展者による意欲的なプロモーション、来場者との活発な商談が行われ、展

示会終了後には、次回への継続出展の声も多く聞かれた。 

 

（３）生糸・絹織物問題 

生糸の輸入については、令和４年度の繭及び生糸の関税割当枠は、７９８トン、生糸

換算では１３,３００俵となった。本会関係は９組合１７件で合計３４９トン、生糸換

算では５,８１２俵の関税割当申請を行ったが、これは全体割当枠の４３.７％となり、

年度末の輸入実績は１８９トン、３,１４６俵、前年比９６.４％、割り当てに対する消化

率は５４％、前年比は１０５.９％であった。 

 

（４） 各種振興事業  

ア 人材育成事業 

  人材育成事業については、産地組合が独自に実施する海外研修事業等への助成を行っ 

 ているが、令和４年度はコロナ禍により海外研修事業を行うことができず、組合事務

局及び役職員の渡航費等に対しての助成は行わなかった。 

 

  イ 表彰事業 

    各産地組合及び関係団体においては、絹人繊織物の需要開拓のため織物求評会・展示 

   会等を開催しているが、令和４年度は４組合２関係団体７事業の優秀作品等に対して本 

   会会長賞を交付した。 

 

   ウ 産地間連携 

令和４年度はコロナ禍により全日本帯地連盟（桐生組合、西陣組合、博多組合）は、

開催出来なかった。 

 

 （５）情報提供事業 
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日絹月報、月次統計データ（織物需給表等）、年次統計データ（絹人繊織物統計年報）

を引き続き作成した。また、今年度は「２０３０年に向けた繊維産業の展望（繊維ビジ

ョン）」、「繊維産業の責任ある企業行動ガイドライン」、「繊維産業の適正取引の推進と

生産性・付加価値向上に向けた自主行動計画（第５版）」を周知徹底するとともに産地

振興に寄与すると思われる情報を適時、ホームページ等で情報提供を行った。 

 

（６）その他 

イ 和装振興協議会 

   きもの産業の様々な課題に取り組むため、平成２７年１１月に経済産業省と関係

団体等で立ち上げた協議会であり、毎年１１月に開催されている（きものの日：１

１月１５日）。 

   今年度は、取引適正化にかかる取組、下請中小企業振興法「振興基準」及びパー

トナーシップ構築宣言、きもの振興についての取組み、大阪万博について、意見交

換等が行なわれた。 

 

ロ 一般社団法人全日本きもの振興会 

   コロナ禍で結婚式葬儀などの冠婚葬祭は延期や中止、簡素化が相次いでおり、留

袖などフォーマルきものの需要が著しく落ち込んでいる一方、成人式の振袖市場は、 

  式典の中止や延期、規模の縮小などの影響はあるものの、前撮撮影によるサービス

の充実や既存の小売業との連携、全国規模で展開する大手写真スタジオが撮影とレ

ンタルを組み合わせたサービスの提供を行うなど、フォーマルきもの市場が低迷し

ている中で健闘している。 

 

ハ 和装（きもの文化）ユネスコ登録推進・連絡協議会 

   日本のこころや文化の象徴として「きもの文化」のユネスコ無形文化遺産への登

録を目指し、活動を行っている。 

 

  ニ 蚕糸功労者表彰受賞者 

      本年度における大日本蚕糸会の栄えある蚕糸功労者表彰受賞者の本会関係者は、次の

とおりであり心よりお祝い申し上げる。 

 

    蚕糸功労賞  佐藤 信行 様 （鶴岡組合） 

蚕糸功労賞  小倉 久英 様 （小松組合） 
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    蚕糸功労賞  財木 祥次 様 （西陣組合） 

 

   

   以上のとおり、令和４年度において事業を実施したが、繊維業界及び産地を取り巻く 

    事業環境は極めて厳しい状況が続いている。 

      本会は、展示会、新商品開発、新市場の創出、人材育成など産地組合が行う積極的な 

    各種事業に対して、引き続き支援して参りますので、会員各位のより一層のご理解、ご 

    支援をお願いいたします。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     


